
Fig.48 従前地 (大田)高低測量図 Scale=1/10,000
砺波市土地改良区の許可を得て作成
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打製石斧

石器組成

大 溝

東大寺領荘園

第 5章 まとめ

第 5章 ま と め

最後に今回の発掘調査で得られた成果を総括し、そして次年度の調査展望について若千触れ

まとめとしたい。

【縄文時代中期後葉～後期前葉】

前年度に引き続いて遺物包含層である5層 から打製石斧を主体的に検出した。SP265か らは

本遺跡で初めて遺構内から打製石斧を検出したが、埋納行為などに関わるものではなく、偶発

的要素を含む。また、打製石斧の未製品を2点検出したこと、そして 5層 中に打製石斧の石材

となりうる礫群が集中的にみられたことから、遺跡内における打製石斧製作の可能性が考えら

れる。石器の組成としては、磨製石斧 2点が加わつた。遺構では土坑、ピットを中心とし、竪

穴住居などの居住に関する遺構は発見されなかったが、焼土を含む土坑や炭化物を多含する

ピット、破砕礫を含むピットが存在した。総じて一般的な縄文集落とは様相が異なり、打製石

斧が主体的に出土するという特徴を持つことが改めて裏付けられたことになる。次年度調査に

おいても同様の傾向をもつことが予想される。

【古代一奈良・平安時代】

年代は明らかでないが、上層遺構として大規模な溝 (SD09)を検出した。使用年代は正確

に把握できないが、上限は中世前期、下限は縄文時代中期～後期に位置付けることができる。

出土遺物の年代は、 8世紀後半～ 9世紀前半と12世紀後半～14世紀前半の大きく2時期ある

が、溝機能時との同時性は認め難く、流れ込みの可能性も否定できない。埋上の堆積状況から、

開削後、数度の洪水により埋没し、規模を縮小しながら再掘削を繰り返す状況が看取された。

SD03が平行し、真北から約45度東に振って走行している。前年度調査も含め、溝状の遺構は

総じて南西から北東方向に流れており、旧地形の復元作業を通して地形状況を反映したものと

理解できる。大溝の計画性を積極的に評価すれば、下流にあたる地域に東大寺領荘園やその荘

村である伊加留伎村の比定地があることから、古代開発に伴う溝と考えることもできる。

上層遺構では、他に掘立柱建物 1棟、土坑、ピットなどを検出した。

春が訪れると、田植え前に扇状地の至るところで人々が集結し「江浚い」という作業が行わ

れる。一年間で水路に溜まった泥や土砂を浚い上げ、いよいよ始まる農繁期に備えるものであ

る。集落内の住民が挙って参加し、春の風物詩とも言える光景である。今回検出された大溝(SD

09)は、開削後に度重なる洪水で埋没し、その度に徐々に規模を縮小しつつも再掘削を繰り返

す状況を復元することができた。この大溝を使用した人々が自然災害に負けず、溝の機能を維

持し続けたことと、春の「江浚い」作業を思わず重ね合わせた。その SD09の機能や性格を明

らかにすることが本遺跡の解明には不可欠である。次年度調査では、繰り越した問題点を解決

することに重点を置 くとともにさらなる成果を期待 し、結語としたい。
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空中写真 (昭和38年 (1963)、 国土地理院撮影)

PL.1 空中写真 (1)

この写真は、国土地理院長の承認を得て、同院撮影の空中写真を複製したものである。 (承認番号)平 16北複、第101号



PL.2 空中写真 (2)
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空中写真 (平成13年 (2001)、 国土地理院撮影 )

この写真は、FI土地,1院長の承認を得て、同院撮影の空中写真を複製したものである。(ホ認呑B)平 16北校、第101■



PL.3 上層空中写真

平成16年 6月 30日撮影





PL.5 上層遺構 (1)

調査区 (古代―中世)全景



PL.6 下層遺構 (1)

調査区 (縄文時代中期―後期)全景



PL.7 上層・下層遺構 (2)

1.西側調査区 (古代―中世)全景 (上層) 2.西側調査区 (縄文時代中期―後期)全景 (下層)



PL.8 上層遺構 (3)



PL.9 上層遺構 (4)
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1,SD09東 側壁面  2.SD09西 側壁面



PL.10 上層遺構

|

1.SD09中央断面  2.SD09北 側壁面



PL.11 上層遺構 (6)

配
堺

1.SD03全 景  2.SD03西側壁面  3.SD03断面  4.SD212東側壁面



PL.12 上層遺構 (7)

2.SD170東側壁面  3.SD170断面  4.SD170完掘状況
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2.SP174断面  3.SP180断面 4. SP175完 掘    5. SP185完 掘1.掘立柱建物跡 (SB01)



PL.14 上層遺構 (9)

／
／

1.礫群出土状況 (北側調査区 ) 2.礫群出土状況 (北側調査区) 3.礫群出土状況 (西側調査区)



PL.15 下層遺構 (3)
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1.南側調査区遺構検出状況
2.SP265・ ・・欠損した打斧が 2本 (Fig.29)出土

3.SK425。 ・・焼土・立石が出土

4.SP353・ ・・縄文土器出土状況 (Fig.27)

5.SK474・ ・・磨製石斧出土 (Fig.29)

上
丁

(
下



PL.16 打製石斧出土状況

1.No.46(未製品 Fig.29)
3. No.56(I'顕  (撥型)Fig.33)

5.No.67(I類 (短冊型)Fig.32)
7. No.75(Iaサ預 (I駐型)Fig.34)

2.No.47(未 製品 日g,29)
4.No.62(I類 (短冊型)向 g.32)

6. No.74(Ia獣預 (I議型)Fig.33)
8. No.92(Ib獣預 (I議翌J)Fig.36)



調査区土層断面

1.南側調査区東壁  2.北 側調査区東壁  3.北 側調査区西壁  4.西 側調査区東壁



PL.18 調査風景

調査前風景  2.遺 構記録風景
砺波市教育委員視察 (9/1)

3.遺構調査風景  4.
6.現地説明会 (9/18)

金田章裕先生 (京都大学)来跡 (3/19)
7.庄南小学校説明会 (9/21)  8.調 査参加者



PL.19 遺構・遺物包含層出土遺物 (1)縄 文土器

SP360(24)



PL.20 遺構・遺物包含層出土遺物 (2)縄 文土器

SP245(25)、 SP354(26)



PL.21 遺構・遺物包含層出土遺物 (3)縄 文土器、礫

1.遺物包含層 (41) 2. SP417



PL.22 遺構・遺物包含層出土遺物 (4)縄 文土器



PL.23 打製石斧・磨製石斧集合写真

‐　　―　　　　　　」



PL.24 遺構 。遺物包含層出土遺物 (5)打 製石斧・磨製石斧・未製品



PL.25 遺構・遺物包含層出土遺物 (6) 打製石斧・磨製石斧・未製品



PL.26 遺物包含層出土遺物 (1) 打製石斧 (I類 )



PL.27 遺物包含層出土遺物 (2)打 製石斧 (I類 )



PL.28 遺物包含層出土遺物 (3) 打製石斧 (I類 )



PL.29 遺物包含層出土遺物 (4)打 製石斧 (I類 )


